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法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
第
11
回
総
会
の
ご
案
内�

�

理
事
長　

澤 

井　
　

勝

　

こ
の
度
当
法
人
の
第
11
回
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
第
２
部
と
し
て�

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
の
津
野
香
奈
美
先
生
に
記
念
講
演
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
是
非
ご
出
席
の
ほ
ど
お
願
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
５
月
21
日
（
土
）
13
時
～
17
時

開
催
会
場
：「
京
都
商
工
会
議
所
」　

京
都
市
中
京
区
烏
丸
丸
太
町
下
ル　

西
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
下
鉄
烏
丸
線
「
丸
太
町
」
下
車　

徒
歩
1
分

第
１
部	

第
11
回　

定
期
総
会
（
13
時
30
分
～
14
時
30
分
）

　
「
２
０
１
５
年
度
活
動
の
反
省
と
２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
案
の
検
討
」

第
２
部　

講
演
会
（
15
時
～
17
時
）

　

過
労
死
・
過
労
自
殺
を
生
み
出
さ
な
い
社
会
を
築
く
た
め
に　

第
２
弾

　
　

テ
ー
マ
：「
働
く
人
た
ち
が
活
き
活
き
と
暮
ら
す
職
場
づ
く
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
向
け
た
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　
　

講　

師
：
津
野　

香
奈
美　

先
生

　
　
　
　
　

�

（
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室　

助
教
）　　

　
　

定　

員
：
１
２
０
名

　
　

参
加
費
：
１
、０
０
０
円　

第
３
部　

懇
親
会
（
17
時
30
分
～
19
時
30
分
）

　
　

参
加
費
：
５
、０
０
０
円
（
講
演
会
参
加
費
を
含
む
）

　
　

会　

場
：
キ
ョ
ウ
カ
ラ
ス
マ
（
ノ
ク
ロ
キ
シ
ー
ホ
テ
ル
Ｂ
１
）
烏
丸
丸
太
町
下
ル
西
側
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番号 実施日 学校名　対象者 対象者 人数 講義テーマ
1 5月20日

19：30～21：00 鳥羽高校 4年生 21 働き続けるために必要なこと

2 5月28日
14：40～16：10 立命館大学 産業社会学部１回生 34 働くことによるリスクやトラブルと労働法

3 6月19日
13;15～14：45 龍谷大学 ゼミ３回生 28 アルバイト経験から考える

4 6月24日
10：35～12：05 京都女子大学 現代社会学部１回生 150 働くことに関する法律トラブルを解決する力

5 7月14日
14：55～16：25 同志社大学 ゼミ３回生 16 アルバイト・インターンシップ経験から考える

6 8月9日
15：30～

テルサ
フリーマーケット 近畿大学生 10 働くことによるリスクやトラブル

7 10月7日
10：45～12：15 龍谷大学 法学部１年生 19 アルバイトから考える労働と社会

8 10月14日
10：45～12：15 龍谷大学 法学部１年生 19 アルバイトから考える労働と社会

9 11月5日
16：20～17：50 大谷大学 文学部社会学科1年生 150 働くことと人権を考える、アルバイトから何を学ぶのか、その

際に注意したいこと
10 11月9日

10：40～11：55 鳥羽高校 3年生 346 社会に巣立つ前、働く前に知っておきたいこと（人権学習）

11 11月10日
13：05～13：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　　その１

12 11月10日
14：05～14：55 朱雀高校 2年生 32 「働くこと」について　　その１

13 11月10日
13：05～13：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　　その１

14 11月10日
14：05～14：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　　その１

15 11月10日
13：05～13：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　　その１

16 11月10日
14：05～14：55 朱雀高校 2年生 34 「働くこと」について　　その１

17 11月11日
13：30～15：20 西宮南高校 全学年 800「働くこと」「生きること」について人権の視点から考える

18 11月12日   15：45～
17：15 加悦谷高校 １～3年就職希望者 32 働く前に知っておきたい基礎知識

19 11月16日
14：25～15：15 愛知高校 3年生 30 働く前に知っておきたい基礎知識

20 11月16日
14：25～15：15 愛知高校 3年生 30 働く前に知っておきたい基礎知識

21 11月16日
14：25～15：15 愛知高校 3年生 30 働く前に知っておきたい基礎知識

22 11月17日
14：45～16：15 関西学院大学 3年生 17 個別労働トラブルと具体的な解決方法

23 11月17日
13：05～13：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　その２

24 11月17日
14：05～14：55 朱雀高校 2年生 32 「働くこと」について　その２

25 11月17日
13：05～13：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　その２

26 11月17日
14：05～14：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　その２

27 11月17日
13：05～13：55 朱雀高校 2年生 31 「働くこと」について　その２

28 11月17日
14：05～14：55 朱雀高校 2年生 34 「働くこと」について　その２

29 11月19日
15：45～19：15 東舞鶴高校浮島分校 定時制２年、３年 28 社会に巣立つ前、働く前に知っておきたいこと

30 11月20日
10：05～10：55 奈良朱雀高校 3年生 39 働くことによるリスクやトラブル

31 11月20日
12：05～12：55 奈良朱雀高校 3年生 39 働くことによるリスクやトラブル

32 11月20日
13：30～14：20 奈良朱雀高校 3年生 38 働くことによるリスクやトラブル

33 11月20日
14：30～15：20 奈良朱雀高校 3年生 40 働くことによるリスクやトラブル

34 12月7日
13：00～14：30 京都女子大学 1年生 120 社会保険労務士とは、4層のネットから、女性を取巻く状況

35 12月11日
15：10～14：00 綾部高校 3年就職希望者 50 社会に巣立つ前、働く前に知っておきたいこと

36 12月14日
18：00～20：00 鴨沂高校 定時制全生徒 65 働くことによるリスクやトラブル

37 12月14日
15：40～16：30 八幡高校南キャンパス 介護福祉科3年生 9 社会に巣立つ前、働く前に知っておきたいこと

38 12月21日
10：40～12：10 立命館大学 産業社会学部3回生 17 働くことによるリスクやトラブルと労働法

39 1月8日　
15：40～16：30 八幡高校北キャンパス 普通科3年生 40 社会に巣立つ皆さんが、働く前に知っておきたいこと

40 2月18日
17：45～ 東舞鶴高校浮島分校 2年生3年生 20 不安定な雇用の時代に、如何に学び、働き、生きるかを考える

2015年度　出前授業実施一覧
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Q１
企画をどこでお知りに
なりましたか？

Q２
主な参加の動機・
関心は？

Q３
最も印象に残った
報告者は？

Ｑ
４　

な
ぜ
印
象
に
残
っ
た
？ 

Q５
シンポは有意義で
したか？

Q６
その理由は？

Ｑ
７　

今
後
の
期
待
し
た
い
テ
ー
マ
は
？

今
後
の
連
絡
希
望
者

①
主
催
者
か
ら
の
案
内

②
メ
ー
ル
配
信

③
チ
ラ
シ

④
新
聞
報
道

⑤
知
人
の
案
内

①
過
労
死
な
ど
労
働
条
件
や
労
働
環
境
対
策

②
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

④
自
ら
の
職
業
や
事
業
活
動
に
役
立
て
た
い

①
三
柴　

文
典
（
六
〇
分
間
）

②
寺
西　

笑
子
（
三
〇
分
間
）

③
舟
橋　

正
枝
（
二
〇
分
間
）

④
和
久　

輝
幸
（
二
〇
分
間
）

①
有
意
義
だ

②
比
較
的
有
意
義
だ

③
比
較
的
無
意
味
だ

④
無
意
味
だ
っ
た

①
自
分
の
知
り
た
い
事
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た

②
比
較
的
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た

③
話
の
内
容
に
深
み
が
な
か
っ
た

④
自
分
の
問
題
意
識
に
合
致
し
な
か
っ
た

計 26 9 1 7 1 16 16 15 21 34 9 9 2 39 29 14 1 0 19 24 0 1 12 8

　

２
０
１
５
年
度
の
「
出
前
授
業
」
実
績
は
、

大
学
7
校
11
回
５
８
０
名
、
高
校
10
校
29
回

２
、０
３
７
名
、
合
計
２
、６
１
７
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ま
ず
「
出
前
授
業
の
ご
提

案
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
①
働
く

こ
と
・
生
き
る
こ
と
を
人
権
と
い
う
視
点

か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う　

②
働
き
生
き

る
う
え
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う　

③
ア
ル
バ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
体
験
か
ら
働
く
こ
と
に
つ
い
て

学
び
語
り
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う　

と
い
う

テ
ー
マ
で
出
前
授
業
開
催
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
ご
提
案
で
す
。こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、

京
都
・
滋
賀
・
奈
良
の
各
高
校
・
大
学
宛

お
送
り
し
ま
し
た
。

　

今
は
各
地
の
労
働
局
や
社
会
保
険
労
務

士
会
を
始
め
、
労
働
関
連
の
出
前
授
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
増
え
て
お
り
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
送
付
か
ら
当
法
人
へ
の
依
頼

に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
何
件
か

の
お
問
合
せ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
で
は
、
京
都
朱
雀
高
校
全
日
制
、
西

宮
南
高
校
、
滋
賀
愛
知
高
校
か
ら
初
め
て
の

御
依
頼
が
あ
り
、
数
年
前
に
行
な
っ
た
鴨

沂
高
校
定
時
制
か
ら
の
御
依
頼
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
鴨
沂
高
校
で
の
授
業
で
は
、
寸
劇

を
取
り
入
れ
て
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

演
劇
の
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
、
演
じ
る
講
師

に
も
力
が
入
り
、
生
徒
さ
ん
に
も
分
か
り
易

く
、
い
い
寸
劇
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
今
後
の
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
授

業
に
活
か
せ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
鳥

羽
高
校
や
西
宮
南
高
校
で
は
、
人
権
学
習
と

し
て
の
出
前
授
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
定
時
制
高
校
も
全

日
制
の
高
校
で
も
、
学
校
に
よ
っ
て
は
生
徒

さ
ん
の
様
子
が
数
年
前
と
違
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

教
育
行
政
や
高
校
選
択
制
度
が
変
更
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
に
お
け
る
出
前
授
業
で
は
、
出
来
る

だ
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
取
り
入
れ
た

方
法
に
よ
っ
て
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
社
会
に
出
て
か
ら
の
働
く

こ
と
・
生
き
て
い
く
こ
と
を
切
り
離
さ
ず
捉

え
て
も
ら
う
よ
う
な
授
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
案
内
を

は
じ
め
、「
学
校
・
大
学
」
と
「
働
く
」
を

つ
な
ぐ
授
業
の
開
催
を
め
ざ
し
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
出
前
授
業
実
施
報
告

�

関　

根　

文　

美

新春交流会アンケート結果報告

2016年１月23日「シンポジウム「過労死・過労自殺」を生み出さない社会を築くために」を開催しました。

その際ご協力を頂いたアンケートの結果をここにご報告します。ご一読を頂ければ幸いです。

ご報告者の皆さん、ありがとうございました。紙面をもってお礼を申し上げます。



2 0 1 6 年  春号

4

Q4の回答
1 すんなりと話が頭に入ってきて、三柴先生の語り口調に不思議な世界観に引き込まれました。
2 なんとなく感じていたことが、具体的に言葉で表現され、心に残りました。
「関係者すべてが気づきを得るためのもの」「化学反応が起き続けていくためのもの」

3 ストレスチェック制度の導入までの背景と主旨が理解できました。
4「第3者で説得力のある人に間に入ってもらう」というストレスチェックの本質を話していただいた。
5 非常に冷静な立場で深く考えていただいている
6 自分が仕事で担当している問題・課題と同じ事例の話があり、同感することが出来た。こういう考え方があるのかと気づかされた。
7 三柴先生、寺西先生、舟橋先生の当事者・支援者としての具体的なお話の後で、シンポジウムテーマの解決に向けられて京都府の現

状がどうなっており、これからどうしていくべきであるのか、考えやすかったから。
異なる立場のグループを同一の席につけようというねらいも良いと思われました。

8 家族の事や防止法制定時の苦労がよくわかりました。
9 オフレコの話が聞けた。
11 深い実体験・思索・行動に基づくものであったので。
12 本日のメインで主たる目的と考えている。
13 産業医のストレスチェック制度での正しい見識が求められている点。緊急対応してもらうための産業カウンセラーの闘い方。
14 仕事に一番役に立つ報告
15 ストレスチェックが職場のメンタルヘルス対策につながり自殺が減らせれば良いのでは、と思う。
16 歯に衣着せぬ明快な語り口でメンタルヘルス対策従事者向けの調査結果をわかりやすく説明していただいた点。
17 ストレスチェック自体の表面的な理解と本質的な狙いに対する考え方が少し理解できたような、気がします。
18 現状がよくわかったので
20 ストレスチェックの目的として、人の話を素直に聞く人を増やすと言われたような気がしたが、違和感を感じた

労働者と使用者が互いに理解しあうことが重要だといった点については賛同する
21 社会の現実をしっかり見据えたお話をしていただいた。きびしい現実を生き抜くために何が必要か”真面目さとやわらかさ”子育て

に役立てたいと思う。
22 自分が産業カウンセラー。だけど実務しておらず、現場の話がとてもリアルで判り易かった。
23 軽妙なトーク
24 理論と実践
25「過労死防止法」が国会で全会一致で可決・成立した2014年6月に市議会の一般質問で取り上げた課題であったため。
26 実感がともなった学問的な考え方なので。
28 企業の意識調査（回答がすべての企業からではないので数字も少し変わるかも）ルール作りは大企業は取組んでいるから返答も多

いのかもしれない。
遺族となってからの行動力がすごい。努力の道がついている。

29 本当に真摯な姿勢
31 現実的な問題をわかりやすく話していただいた。共感できる点が多かった。
33 産業カウンセラーの仕事が理解されたから。
34 メンタルヘルスについて、人の目の洞察力を養うこと、ルールの設定が必要なこと、個人のメンタル力を鍛えることなど、

また違った目で職場環境を明示（？観察？）できるのではないかと思う。ありがとうございました。
35 事業場での自分のスタンスを再考する一助になりました。皆様ありがとうございました。お疲れ様でした。
36 パーソナリティや発達に問題を抱える人たちへの対応についてお話が聴けたので。
37 明確な説明
38 実際の企業内でのメンタルヘルスの実情が理解できたので。
39 本音の話をしていただいたという印象を受けました。
40 広い視野での考え方等、わかりやすく話していただけた。

実際の企業内（職場）の様子が語られたこと
本当におつらいことを発展的に運動ということにつなげていかれたことに敬服します。

42 やっぱり間をとりもつ人だよな～。まじめさ＋柔らかさを持っていないと生き残れない。
43 法の経緯が理解出来た。啓発法「知らせる」-「聞く」「聴く」
44 基調講演がシンポジウムの課題だけでなくまさに奥深い講演でした。もう少し時間があれば良かったと思います。
45 現在、家族の過重労働問題に直面しており、過労死を止めるためにも悩んでおり、正に自分の問題と思いました。

Q7の回答
4 障害厚生年金の概要について
6 ワーク・ライフ・ソーシャルバランスの取り組み事例
7 就労環境改善チームのその後のご活動の様子について、また、高齢労働者の方の直面される困難に対してどのような取り組みをさ

れているか。
12 社会に貢献する活動をつづけてください。
14 差別と貧困（老齢、母子家庭、女性、障害者・・・）
18 ストレスチェック実施1年後に同じテーマで実施していただきたいです。ありがとうございました。
22 労働者の自立について。
24 労働者と企業の相方のメリット
29 格差解消　縮少
32 介護保険制度
39 適応障害、発達障害の方々への就労支援など
42 非正規雇用改善について、出来ること、しなければならないこと
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２
０
１
６
年
度
の
労
働
関
連
法
教
育
活
動
に
向
け
て

�

編 

集 

部

①�　

高
校
生
対
象
の
出
前
授
業
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
５
年
度
に
使
用
し
た
「
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
「
出
前
授
業
の
ご
提

案
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
京
都
府
内
の
高

校
全
日
制
、
高
校
定
時
制
、
公
立
の
高
校

通
信
制
（
単
位
制
）
を
対
象
に
配
布
し
、

広
報
に
努
め
ま
す
。

②�　

大
学
生
に
対
し
て
は
、
大
学
の
教
員
か

ら
の
要
請
に
基
づ
く
開
催
に
力
を
入
れ

る
た
め
に
、「
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を

主
だ
っ
た
研
究
者
に
送
付
す
る
と
と
も

に
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
出

張
出
前
相
談
会
の
提
案
な
ど
国
の
「
若
者

雇
用
促
進
法
」
の
意
図
す
る
「
早
期
離
職
」

対
策
に
つ
い
て
も
、
労
働
法
関
連
教
育
の

役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
け
る

よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。

　

�　

具
体
的
に
は
、大
学
に
寄
せ
ら
れ
た「
求

人
票
」
と
実
際
の
労
働
条
件
に
違
い
が
あ

る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
求
人
詐
欺
」
が

新
聞
紙
面
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

現
状
に
、「
求
人
票
」
の
裏
読
み
を
就
職

活
動
中
の
大
学
生
に
伝
授
す
る
取
り
組

み
を
大
学
と
協
力
し
て
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

③�　

大
学
生
の
就
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
２
か
年
の
「
就
活
サ
ミ
ッ
ト
」
開

催
内
容
を
ふ
ま
え
、
お
力
添
え
を
頂
い
た

研
究
者
と
の
協
議
を
経
て
具
体
的
に
検

討
を
深
め
ま
す
。
近
年
、
大
学
生
の
返
済

型
奨
学
金
の
存
在
が
、「
辞
め
た
く
て
も

辞
め
ら
れ
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」
の
温

床
と
化
し
て
い
る
現
実
、
更
に
は
い
た

ず
ら
に
正
社
員
雇
用
を
望
む
こ
と
で
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
就
活

の
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

④�　

社
会
人
を
対
象
に
し
た
教
育
研
修
活
動

に
つ
い
て
は
、
大
き
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
と
就
労
支
援
に
携
わ
る
人
た
ち
を

対
象
に
し
た
労
働
関
連
法
教
育
を
進
め

る
こ
と
に
し
ま
す
。

（
１�

）
非
正
規
女
性
労
働
者
の
処
遇
改
善
と
社

会
保
険
の
適
用
を
め
ぐ
る
課
題　

全
２
回

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
や
労
働
契
約
法
な

ど
有
期
雇
用
の
ル
ー
ル
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
決
と
そ
の
後

の
厚
労
省
の
通
達
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

や
育
児
介
護
休
業
法
と
相
談
先
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。
ま
た
非
正
規

女
性
労
働
者
と
社
会
保
険
の
適
用
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
１
０
３
万
円

と
い
う
税
制
上
の
壁
や
１
３
０
万
円
と
い
う

社
会
保
険
の
適
用
を
め
ぐ
る
壁
が
存
在
し
て

い
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
し
て
は
「
雇
用

の
リ
ス
ク
管
理
」
の
意
味
か
ら
も
誰
で
も
が

社
会
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
方
向
で
動
い

て
い
る
現
状
を
学
び
ま
す
。

（
２�

）
就
労
支
援
に
携
わ
る
人
た
ち
を
対
象
に

し
た
労
働
関
連
法
講
座　

全
３
回

　

労
働
力
の
流
動
化
政
策
に
伴
い
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
が
国
家
資
格
に
な
る

な
ど
、
そ
の
社
会
的
役
割
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
生
活
保
護
受
給
者
が
増
加
し
、
福

祉
系
の
職
業
に
従
事
し
て
き
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
は
、
雇
用
と
福
祉
の
一

体
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
雇
用
の

リ
ス
ク
管
理
」
に
対
応
す
る
に
は
、
労
基
法

に
規
定
さ
れ
る
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
労
働

者
の
健
康
保
持
に
関
わ
る
労
働
者
保
護
諸
法

規
、
多
発
す
る
精
神
疾
患
な
ど
ス
ト
レ
ス
性

疾
患
と
労
災
補
償
、
社
会
保
険
の
有
効
活
用

方
法
な
ど
学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
新
た
に
「
就
労
支
援
に

携
わ
る
人
た
ち
に
役
立
つ
労
働
関
連
法
」
の

冊
子
の
発
行
に
向
け
て
編
集
委
員
会
を
編
成

し
、
具
体
的
な
作
業
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま

す
。

　

２
０
１
６
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
ラ
ボ
ー
ル
学
園
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し

ま
す
。
対
象
は
、
①
高
校
生
対
象
の
出
前
授
業
、
②
大
学
生
対
象
に
し
た
出
前
授 

業
、
③
大
学
生
の
就
活
支
援
と
労
働
関
連
法
教
育　

④
社
会
人
を
対
象
に
し
た 

ラ
ボ
ー
ル
学
園
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
４
つ
に
大
別
し
て
進
め
ま
す
。
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あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
筆
者
と
の
出
会

い
は
２
０
１
２
年
に
笹
尾
達
朗
さ
ん
が
龍

谷
大
学
の
大
学
院
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
方
行
政
研
究

コ
ー
ス
」
に
入
学
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た
の
は
法
学

部
教
務
課
長
で
あ
る
。
笹
尾
さ
ん
が
龍
谷
大

学
法
学
部
の
出
身
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

2
人
は
前
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
笹
尾
さ
ん
が
大
学
院
修
了
後
も
毎
年
、

本
大
学
院
は
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
か
ら
院
生

を
受
け
入
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ

の
流
れ
が
途
絶
え
な
い
よ
う
陰
で
労
を
と
っ

て
い
た
だ
い
た
の
が
笹
尾
さ
ん
で
あ
っ
た
。

笹
尾
さ
ん
と
の
交
流
は
、
大
学
院
時
代
よ
り

む
し
ろ
修
了
さ
れ
た
後
の
ほ
う
が
強
く
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
理
事
長
の

澤
井
勝
さ
ん
と
は
、
30
年
前
、
お
互
い
東
京

で
仕
事
を
し
て
い
た
時
代
か
ら
の
知
り
合
い

で
あ
る
。そ
の
こ
と
も
機
縁
と
な
っ
て
、あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
は
筆
者
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
筆
者
は
本
年
3
月
で

定
年
退
職
の
身
で
あ
る
。
大
学
を
去
る
に
あ

た
り
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
本
大
学
院
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
寄
稿
し
て
ほ
し
い
旨

の
要
請
を
笹
尾
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
。
私

的
交
流
も
ふ
く
め
、
思
い
出
す
ま
ま
い
く
つ

か
書
く
こ
と
に
す
る
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

大
学
院
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
方
行
政
研
究
コ
ー

ス
」は
２
０
０
３
年
度
に
開
設
し
て
い
る
が
、

い
く
つ
か
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
に
、

本
大
学
院
は
近
畿
圏
域
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
等
と
地
域
連
携
協
定
を
結
び
、
協
定
先

団
体
か
ら
大
学
院
生
を
受
け
い
れ
て
い
る
。

近
年
は
こ
う
し
た
試
み
は
他
の
大
学
で
も
あ

る
と
思
う
が
、
当
時
は
ま
だ
多
く
は
な
か
っ

た
。
筆
者
は
協
定
団
体
と
大
学
を
つ
な
ぐ
窓

口
の
役
を
担
っ
て
い
た
の
で
、
笹
尾
さ
ん
の

入
学
を
機
に
、
雇
用
・
労
働
分
野
を
専
門
領

域
と
す
る
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
提
携
で
き

た
こ
と
は
、
新
た
な
分
野
の
開
拓
と
い
う
意

味
で
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。 

　

二
つ
は
、
本
大
学
院
が
法
学
研
究
科
と
政

策
学
研
究
科
の
共
同
運
営
と
い
う
こ
と
と
関

係
が
あ
る
。
筆
者
は
政
策
学
研
究
科
所
属
だ

が
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
か
ら
の
院
生
は
す

べ
て
法
学
研
究
科
経
由
で
入
学
さ
れ
て
い

る
。
法
学
研
究
科
は
判
例
解
釈
を
ふ
く
め
、

法
学
的
知
識
、
思
考
を
求
め
ら
れ
る
た
め
、

例
年
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
し
て
も
政
策
学
研

究
科
経
由
よ
り
志
望
者
が
少
な
い
。
筆
者
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
現
状
は
つ
ね
に
心

配
の
種
で
あ
っ
た
が
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

か
ら
法
学
研
究
科
で
確
実
に
志
望
者
を
確
保

で
き
た
こ
と
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。し
か
し
、

誤
解
の
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
く
が
、
あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
か
ら
毎
年
、
院
生
を
迎
え
る

こ
と
の
意
義
は
、
こ
う
し
た
実
利
上
（
？
）

の
メ
リ
ッ
ト
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
企
画
で
時
折
登

場
す
る
東
京
大
学
の
本
田
由
紀
さ
ん
は
、

１
９
６
０
～
１
９
７
０
年
代
に
定
着
す
る
日

本
型
近
代
モ
デ
ル
の
成
功
と
破
綻
の
構
図
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る
。
家
族
と

専
門
職
の
壁
を
こ
え　

　

生
存
・
生
活
の
全
体
を
と
り
も
ど
し
、
創
る
運
動
を

大 

矢 

野
　
　
　
修

寄
稿

　

当
会
は
２
０
１
２
年
に
龍
谷
大
学
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
方
行
政
研
究
コ
ー
ス
と
地
域
公
共
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
協
定
を
締
結

し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
当
会
と
の
協
働
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
大
矢
野
修
教
授
（
龍
谷
大
学
政
策
学
部
）
が
こ
の�

３
月
で
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
と
し
て
も
、
毎
年
当
会
に
参
加
す
る
学
徒
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
功
績
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
ご
尽
力
を
お
願
い
す
べ
く
、
当
会
の
今
後
の
活
動
の
課
題
に
つ
い
て
心
に
期
す
る
こ
と
を
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。
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教
育
と
雇
用
と
い
う
本
来
別
々
の
社
会
シ
ス

テ
ム
が
緊
密
に
結
合
し
循
環
す
る
こ
と
で
、

戦
後
日
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
の
近
代
化

モ
デ
ル
の
優
等
生
と
し
て
国
内
だ
け
で
な
く

ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
い
評
価
を
う
け
て
き

た
。
だ
が
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
、
雇

用
条
件
の
分
極
化
（
中
核
的
正
社
員
、
周
辺

的
正
社
員
、
非
正
規
社
員
）
を
契
機
に
三
領

域
の
有
機
的
連
携
が
作
動
し
な
く
な
り
、
豊

か
な
社
会
に
お
け
る
貧
困
＝
格
差
問
題
が
浮

上
し
、
社
会
保
障
の
仕
組
み
も
空
洞
化
（
限

界
）
が
露
わ
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
視

点
か
ら
社
会
保
障
と
雇
用
の
関
係
の
組
み

直
し
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
現
代
社
会
に
お

け
る
貧
困
＝
格
差
は
、
政
策
・
制
度
全
体
の

構
造
的
な
貧
し
さ
の
反
映
で
も
あ
る
。
そ
の

意
味
で
社
会
保
障
と
雇
用
問
題
を
包
括
し
た

「
生
活
保
障
シ
ス
テ
ム
」
の
再
構
築
（
宮
本

太
郎
『
生
活
保
障
―
排
除
し
な
い
社
会
へ
』

２
０
０
９
、
岩
波
新
書
）
は
、
現
代
日
本
に

と
っ
て
緊
急
課
題
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
は
高
校
生
や
大
学
生

を
対
象
に
労
働
関
連
の
法
教
育
を
実
施
し
て

い
る
。
筆
者
も
学
生
た
ち
と
多
く
接
す
る
機

会
が
あ
る
が
、
法
的
知
識
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
現
実
の
労
働
環
境
と
彼
ら
が
い
だ
く 

「
労
働
」
な
い
し
「
職
業
」
イ
メ
ー
ジ
の
落

差
は
大
き
い
。
そ
の
原
因
の
一
端
は
大
学
教

育
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
の
活
動
は
そ
の
空
白
を
埋
め
る
貴
重

な
試
み
だ
と
思
う
。
こ
の
間
、
龍
谷
大
学
も

労
働
関
連
の
法
教
育
を
中
心
に
、
あ
っ
た
か

サ
ポ
ー
ト
の
力
を
借
り
て
き
た
。

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
会
員
は
職
業
的
に

は
多
様
だ
が
、
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を

も
っ
た
人
が
多
く
を
し
め
て
い
る
。数
年
前
、

本
大
学
院
の
『
10
周
年
記
念
誌
』
を
発
行
し

た
際
、
笹
尾
さ
ん
に
も
登
場
願
っ
た
。
そ
の

時
、
印
象
深
い
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
社
会
保
険
労
務
士

は
社
会
保
険
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
枠

か
ら
は
み
出
た
人
た
ち
に
対
す
る
ケ
ア
と

い
う
観
点
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
な

る
べ
き
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
想
い

は
、
筆
者
な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
底
が
抜
け

か
か
っ
た
日
本
の
社
会
に
あ
っ
て
、
人
々
の

生
存
・
生
活
の
全
体
（
総
体
）
の
防
御
・
予

防
さ
ら
に
再
建
を
支
援
す
る
中
間
媒
介
者
た

れ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
生
存
・
生

活
の
全
体
と
は
、
具
体
的
に
は
雇
用
＋
生
活

イ
ン
フ
ラ
＋
健
康
＋
福
祉
＋
教
育
を
ふ
く
む

日
常
生
活
（
暮
ら
し
）
そ
の
も
の
を
意
味
す

る
。

　

本
大
学
院
は
出
発
当
初
か
ら
、
暮
ら
し
の

現
場
で
あ
る
「
地
域
」
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
・
自
治
体
と
い
っ
た
既
存
枠
、
さ
ら
に
政

策
領
域
、
学
問
分
野
の
枠
を
こ
え
、
相
互
連

携
に
よ
っ
て
課
題
解
決
の
道
を
ひ
ら
く
人
材

を
「
地
域
公
共
人
材
」
と
み
な
し
、
そ
の
育

成
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
。
地
域
公
共
人

材
の
育
成
に
定
ま
っ
た
形
が
あ
る
訳
で
は
な

い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
多
種
の
専
門
資
格

を
も
つ
人
た
ち
が
、
既
存
の
知
識
・
技
術
に

立
て
こ
も
り
互
い
に
厚
い
壁
を
つ
く
っ
て
い

る
限
り
、
こ
ん
に
ち
の
底
抜
け
し
か
か
っ
た

社
会
で
、
生
存
・
生
活
の
全
体
を
と
り
も
ど

す
隘
路
は
切
り
開
け
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。

　

筆
者
は
4
月
か
ら
東
京
に
居
を
移
す
こ
と

に
な
る
が
、
遠
く
東
京
か
ら
、
あ
っ
た
か

サ
ポ
ー
ト
が
専
門
職
の
仕
切
り

の
も
つ
限
界
を
挑
発
し
な
が
ら
、

今
日
日
本
の
社
会
が
か
か
え
る

難
問
（
ア
ポ
リ
ア
）
に
果
敢
に

挑
戦
す
る
姿
を
ぜ
ひ
見
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

求人票と労働条件通知書
４コマ漫画：連載４回目

制作　NPO法人福祉工房Ｐ＆Ｐ
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「
５
年
前
の
震
災
」
…
そ
の
言
葉
に
喚
起

さ
れ
る
壮
絶
な
光
景
は
、
そ
の
地
に
遠
く

住
む
私
の
脳
裏
に
も
今
な
お
深
く
刻
ま
れ

て
い
る
。
あ
の
東
日
本
の
沿
岸
を
襲
っ
た
強

大
な
地
震
と
津
波
、
今
も
止
む
こ
と
な
く

続
く
東
京
電
力
の
原
発
崩
壊
の
影
響
…
今

年
も
三
月
十
一
日
が
巡
っ
て
く
る
。
あ
の
日

以
来
、
日
本
と
い
う
国
の
構
造
が
根
本
的

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
や
、
少
な
く
と

も
１
９
４
５
年
以
来
の
「
戦
後
」
の
間
に
、

こ
の
国
が
変
貌
し
て
い
た
現
実
を
否
応
な

し
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
言
う
べ
き
か
。
私

は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
の
重
層
的
な
社
会

の
「
負
」
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
、
す
べ
て
あ
の

日
に
起
因
す
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
国
民
か
ら

遠
い
、
届
か
な
い
「
政
治
」
だ
。

　

先
日
の
Ａ
新
聞
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
紙
面
で

「
記
憶
と
忘
却
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
若
松
英

輔
と
い
う
批
評
家
が
書
い
た
文
章
に
心
が

引
か
れ
た
。

　
『
震
災
が
起
こ
っ
た
と
き
は
非
日
常
的
経

験
で
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
今
、
日
常
に
生

き
て
い
る
。
誰
も
が
日
常
の
な
か
に
非
日
常
を

包
み
こ
み
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
出
来
事
が
自

分
の
心
に
あ
ま
り
に
近
く
な
っ
て
意
識
で
き
な

く
な
る
、
そ
れ
が
人
々
の
い
う
「
忘
れ
る
」
と

い
う
現
象
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
そ

れ
は
記
憶
が
消
え
た
こ
と
を
意
味
し
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
意
識
の
表
層
か
ら
、
も
っ
と
奥
深
い

と
こ
ろ
へ
と
移
っ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
思
い
出

さ
な
く
て
も
、
そ
の
出
来
事
と
と
も
に
生
き
て

い
る
状
態
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
』

　

こ
の
文
か
ら
は
、
被
災
し
た
あ
の
日
か
ら
喪

失
の
ど
ん
底
に
落
ち
た
人
々
へ
の
厳
し
く
も

深
い
共
感
と
慈
し
み
の
ま
な
ざ
し
が
読
み
取

れ
る
。「
五
年
」
と
い
う
歳
月
に
寄
り
そ
う
と

い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
。
風
化
の
深
層
を
掬
い
取
る
言
葉
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
記
事
の
結
び
に
は
こ
う
あ
る
。

『
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
覚
悟
で
き
た
ら
、
忘
れ

る
、
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
自
由
に
な
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。』

　

ぐ
さ
り
と
刺
さ
る
言
葉
で
あ
っ
た
。「
終
わ

ら
な
い
覚
悟
と
、
忘
却
か
ら
自
由
に
な
る
こ	

と
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
私
に
も
深
く
届
く
。
こ

― 
ま
た
の
春
に
よ
せ
て 

―

上
　
野
　
　
　
都

れ
は
ま
る
で
宗
教
の
教
義
の
よ
う
だ
。そ
し
て
、

多
分
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
日
々
の
営
み
に
も
通
じ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

頬　

白

　

日
が
暮
れ
る　

こ
の
岐
わ
か
れ
み
ち路を

　
　
　

橇
は
発た

っ
た
。

　

立た
ち
ば場
の
裏
に
頬
白
が

　
　
　

啼
い
て
い
る　

歌
っ
て
い
る

　

影
が
増
す　

雪
の
上
に　

　
　
　

そ
れ
は
啼
い
て
い
る　

歌
っ
て
い
る

　

枯
れ
木
の
枝
に　

　
　
　

あ
あ
そ
れ
は
灯
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

一
つ
の
歌　

一
つ
の
命

�

三
好　

達
治　

�

（
詩
集
「
閒
花
集
」
よ
り
）

　

こ
の
や
わ
ら
か
な
四
行
の
抒
情
詩
の
な
か
に

も
詩
人
の
奥
深
い
と
こ
ろ
か
ら
立
ち
上
が
る
記

憶
が
あ
る
。
枯
れ
木
の
枝
に
止
ま
る
一
羽
の
ホ

オ
ジ
ロ
…
啼
き
歌
う
そ
の
姿
を
、
雪
の
積
も
る

薄
青
い
野
に
灯
る
一
つ
の
燈
火
に
み
た
て
、
そ

の
ま
ま
を
自
分
の
命
と
し
て
世
に
差
し
出
し
て

い
る
。
こ
の
一
羽
の
ホ
オ
ジ
ロ
を
命
の
灯
と
し

て
詠
う
ま
で
に
、
詩
人
に
ど
れ
ほ
ど
の
春
秋
が

流
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
散
文
詩
、
四
行
詩
、
口

語
体
、文
語
体
と
様
々
な
詩
の
形
式
を
模
索
し
、

多
く
の
詩
集
を
残
し
た
詩
人
に
も
、
書
き
尽
く

し
た
い
と
い
う
覚
悟
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一

羽
の
小
鳥
は
冬
枯
れ
の
枝
で
歌
い
出
す
の
だ
。

（春）

　

ホ
オ
ジ
ロ
は
「
一
筆
啓
上
仕
り
候
」
と
啼

く
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
に
は
そ
う
聞
こ

え
た
こ
と
は
な
い
。
た
ま
に
家
の
近
く
の
高

い
枝
の
先
で
啼
い
て
い
る
時
は
、
そ
の
陽
気

な
さ
え
ず
り
が
自
由
気
ま
ま
に
聞
こ
え
る

ば
か
り
、
い
い
な
あ
と
立
ち
止
ま
っ
て
彼
の

独
唱
の
御
相
伴
に
あ
ず
か
る
。

旅　

人

　

ひ
と
た
び
経
て

　
　
　

再
び
は
来
な
い
野
中
の
道

　

踏
切
を
越
え
て　

菜
の
畑　

麦
の
畑

　

丘
の
上
の
小
学
校
で　

鐘
が
鳴
る

　

鳩
が
飛
び
立
つ

�

三
好　

達
治　

�

（
詩
集
「
南
窗
集
」
よ
り
）

　

こ
の
よ
う
な
幸
せ
な
光
景
が
二
度
と
戻

ら
な
い
と
こ
ろ
が
福
島
の
山
野
に
あ
る
。	

三
陸
の
海
岸
に
あ
る
。「
ひ
と
た
び
経
て　

再
び
は
来
な
い
野
中
の
道
」
と
詠
っ
た
詩

人
の
言
霊
は
本
当
に
未
来
を
言
い
当
て
て

し
ま
っ
た
。

　

私
は
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
丘
の
上
の
小

学
校
で
鐘
が
鳴
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
す
る

だ
ろ
う
。
た
と
え
安
穏
と
し
た
些
末
な
暮

ら
し
に
ま
ぎ
れ
、
そ
れ
を
思
い
出
さ
な
い

日
々
が
あ
る
と
し
て
も
。

�

（
２
０
１
６・３
・
11
）

あ
っ
た
か
歳
時
記
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冷
戦
終
結
と
労
働
世
界
の
変
貌
：

広
が
る
競
争
の
ス
ケ
ー
ル

は
じ
め
に
：
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
賃
金

　

世
界
を
二
分
し
て
い
た
冷
戦
構
造
は
ソ

連
、
東
欧
の
社
会
主
義
体
制
崩
壊
に
よ
っ
て

終
焉
を
迎
え
た
。

　

特
に
東
西
ド
イ
ツ
の
統
合
は
、
当
時
前
途

に
不
安
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
や
ド

イ
ツ
は
Ｅ
Ｕ
の
軸
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
位
置

を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は

１
９
８
０
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
中
国
の
改

革
開
放
政
策
と
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

資
本
輸
入
に
よ
っ
て
工
業
化
の
歩
み
が
模
索

さ
れ
た
。
そ
れ
は
い
ま
や
、
世
界
第
二
位
の

経
済
規
模
を
有
す
る
国
家
に
成
長
し
、
そ
の

貿
易
量
は
世
界
最
大
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ

た
。

　

そ
れ
ま
で
、
自
由
主
義
陣
営
が
、
取
り
も

21
世
紀
型
に
進
化
し
た
資
本
主
義
と
閉
塞
す
る
労
働
者

　

 　
　
：
世
界
的
な
労
働
組
合
運
動
へ
の
逆
風
、
そ
の
意
味
を
探
る

労
働
経
済
研
究
家　
　

山
　
本
　
喜 

久 

治

　

近
年
の
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
産
業
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
も
見
え
る
が
、

同
様
に
労
働
組
合
も
組
織
率
が
低
下
す
る
な
ど
、
欧
米
に
お
い
て
も
そ
の
力
は
低
下

し
て
い
る
。
こ
の
国
に
お
い
て
も
企
業
の
不
祥
事
な
ど
企
業
行
動
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
は
い
る
も
の
の
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
労
働
組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
見

え
て
こ
な
い
。

　

果
し
て
、
労
働
組
合
は
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
次
「
新
年
号
」
か
ら
連
続
４
回
に
わ
た
っ
て
、「
労

働
組
合
の
社
会
的
役
割
を
問
う
」
論
考
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

••••••••••••

••••••••••••

直
さ
ず
日
・
米
・
欧
が
経
済
先
進
国
と
し
て

国
際
的
に
君
臨
し
て
い
た
の
も
の
が
、
後
発

者
の
中
国
さ
ら
に
韓
国
、台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
工
業
国
の
挑
戦
を
受
け

る
立
場
に
立
っ
た
。
後
発
者
の
優
位
性
は
わ

が
国
が
経
験
し
た
よ
う
に
、
安
い
賃
金
・
生

産
コ
ス
ト
に
あ
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

い
。
特
に
膨
大
な
人
口
を
抱
え
る
中
国
は
わ

が
国
を
は
じ
め
世
界
か
ら
工
場
進
出
の
ラ
ッ

シ
ュ
と
な
り
、
世
界
の
工
場
と
よ
ば
れ
、
輸

出
を
急
速
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
に
苦
し
む
日
本
企
業
は
当

時
、
世
界
最
高
水
準
と
な
っ
て
い
た
賃
金
を

海
外
展
開
に
よ
っ
て
調
整
し
よ
う
と
、
中
国

へ
の
進
出
を
加
速
さ
せ
た
。
大
衆
衣
料
品
企

業
ユ
ニ
ク
ロ
は
廉
価
販
売
の
生
産
拠
点
を
中

国
に
置
い
て
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
成
功
に
導
い
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
所
で
あ
る
。
資
本
は
よ
り
安
価

な
コ
ス
ト
を
求
め
て
ス
ム
ー
ス
に
海
外
に
出

て
行
く
、
こ
う
し
た
状
況
が
現
実
と
な
り
、

「
右
肩
上
が
り
」
の
賃
金
、
人
件
費
を
是
正

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。こ
れ
に
従
い
、

国
内
賃
金
も
逆
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
道
を
進

み
１
９
９
０
年
代
末
に
は
ベ
ア
、
賃
上
げ
も

世
間
か
ら
姿
を
消
す
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て

し
ま
う
。
雇
用
と
賃
金
に
と
っ
て
は
冬
の
時

代
、
新
た
に
社
会
に
出
て
い
く
若
者
に
は
就

職
氷
河
期
が
待
ち
構
え
て
い
た
。

　

競
争
は
企
業
が
や
る
も
の
と
い
う
常
識
は

転
換
さ
れ
、
労
働
者
が
海
外
の
働
き
手
と

過
酷
な
賃
金
削
減
レ
ー
ス
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
競
争
の
ス
ケ
ー
ル
が
広
が

る
こ
と
は
従
来
の
先
進
国
間
の
レ
ベ
ル
と
は

比
べ
物
に
な
ら
な
い
過
酷
な
事
態
を
生
み
出

し
た
。
多
く
の
も
の
づ
く
り
職
種
が
海
外
に

移
り
、
国
内
に
は
、
比
較
的
、
付
加
価
値
の

薄
い
分
野
が
残
る
と
い
う
構
造
を
呈
し
て
く

る
。
労
働
者
受
難
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

１　

国
境
を
超
え
る
労
働
コ
ス
ト
の

　
　

均
等
化
と
産
業
の
危
機

　

二
つ
の
国
で
同
じ
製
品
を
つ
く
る
時
、
そ

こ
に
は
難
し
い
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
。
す

で
に
自
動
車
を
長
年
生
産
し
て
き
た
国
、
そ

し
て
新
し
く
つ
く
り
始
め
た
国
を
比
較
し
て

み
よ
う
。
後
発
の
国
は
す
で
に
大
き
な
市
場

を
想
定
し
、
こ
の
場
合
の
市
場
の
か
な
り
は

海
外
・
輸
出
向
け
の
こ
と
が
前
提
と
な
る
、

条
件
で
成
長
が
可
能
と
な
る
。
逆
に
先
発
の

国
は
自
国
の
市
場
が
大
き
く
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
し
て
く
る
後
発
国
の
市
場
は
ま
だ
魅

労
働
組
合
の
社
会
的
役
割
を
問
う
⑵
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力
の
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ど
う
し
て

も
守
る
側
に
立
た
さ
れ
や
す
い
。

　

さ
ら
に
、後
発
国
の
産
業
は
若
い
だ
け
に
、

賃
金
が
安
い
。
価
格
競
争
で
も
有
利
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
基
本
と
し

て
は
安
く
て
、
良
い
も
の
を
提
供
で
き
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
形
で
国
際
的
な
競
争
が
展
開
さ

れ
る
と
、
そ
の
結
末
は
ど
う
な
る
の
か
。
市

場
原
理
か
ら
見
る
と
コ
ス
ト
の
差
が
埋
ま
る

ま
で
後
発
者
が
優
位
を
保
ち
、
先
発
国
の
産

業
は
押
し
込
ま
れ
る
。
そ
の
過
程
に
は
、
生

産
能
力
の
過
剰
、
こ
れ
に
関
連
し
て
相
応
の

労
働
者
が
整
理
さ
れ
、
職
を
失
う
こ
と
に
な

る
。　

ま
た
地
域
経
済
も
疲
弊
も
避
け
ら
れ

な
い
。
良
く
指
摘
さ
れ
る
「
脱
工
業
化
」
の

内
実
は
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
こ
と
に

な
る
。
一
定
の
分
野
で
国
際
競
争
が
発
生
す

る
と
、
賃
金
の
均
等
化
や
価
格
の
平
準
化
が

進
み
、
製
品
市
場
の
成
熟
化
ま
で
こ
う
し
た

動
き
は
続
く
。

　

い
わ
ゆ
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
進
み
市

場
の
秩
序
が
変
わ
る
時
に
は
先
発
国
の
産
業

は
「
衰
退
」
な
り
「
空
洞
化
」
と
い
う
経
験

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
自
動

車
や
電
気
・
電
子
の
産
業
は
欧
米
に
対
し
強

力
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
経
済
全
体
の

成
長
を
牽
引
し
た
。
こ
の
波
を
受
け
た
欧
米

で
は
脱
工
業
を
軸
に
産
業
構
造
を
サ
ー
ビ
ス

へ
シ
フ
ト
さ
せ
た
。
い
ま
中
国
な
ど
で
起
き

て
い
る
、
人
件
費
高
騰
の
波
や
輸
出
の
頭
打

ち
は
国
際
競
争
の
一
巡
に
達
し
た
状
況
と
も

理
解
で
き
る
。
わ
が
国
で
も
20
年
ほ
ど
前
か

ら
、
賃
金
は
低
迷
し
、
工
場
閉
鎖
は
多
く
な

り
、
製
造
業
は
長
期
に
わ
た
っ
て
ウ
ェ
イ
ト

を
下
げ
て
き
て
い
る
。

　

余
り
例
外
も
な
く
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス

は
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
て
き

た
。
産
業
革
命
発
祥
の
地
、
英
国
の
産
業
衰

退
は
１
０
０
年
前
に
遡
る
こ
と
も
で
き
る
。

わ
が
日
本
で
も
工
場
移
転
や
雇
用
削
減
と
い

う
衝
撃
が
、
仕
事
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
や
非
正
規

労
働
の
急
増
と
な
っ
て
国
民
を
苦
し
め
て
い

る
。

　

生
活
水
準
の
異
な
る
国
が
競
争
す
る
場

合
、
そ
の
高
い
方
の
国
は
従
来
の
条
件
を
維

持
で
き
な
い
と
い
う
危
機
に
陥
る
こ
と
が
珍

し
く
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
に
ど
の
よ
う
に

対
処
す
べ
き
か
企
業
家
や
国
民
の
選
択
、
と

り
わ
け
知
恵
が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２　
「
改
革
」
の
め
ざ
す
も
の
：

　
　

自
由
な
市
場
と
弱
者
増
加
の
矛
盾

　

か
な
り
以
前
か
ら
、
著
名
な
経
済
人
や
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
は
デ
フ
レ
経
済
に
活
を
入
れ
る

の
は
規
制
緩
和
、
ま
た
は
撤
廃
だ
と
い
っ
て

き
た
。
分
か
り
や
す
い
規
制
は
16
年
４
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
電
力
自
由
化
だ
ろ
う
。
例
え

ば
、
東
京
に
住
ん
で
い
る
人
間
（
家
庭
）
は

東
電
か
ら
電
気
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
し
か

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
４
月
か
ら
は

ガ
ス
会
社
、
石
油
会
社
、
電
鉄
会
社
な
ど
か

ら
も
電
気
を
買
え
る
。
規
制
は
市
場
へ
の
参

入
、
価
格
や
料
金
体
系
の
設
定
等
が
主
要
な

も
の
で
あ
る
。新
企
業
が
参
入
し
て
、高
か
っ

た
料
金
が
下
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の
消
費

者
に
と
っ
て
は
有
難
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
格
安
航
空
会
社
、
格
安
日
帰
り
旅
行

等
、
今
で
は
そ
の
人
気
も
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
規
制
緩
和
に
伴
う
価
格
や
料
金

の
低
下
は
単
純
に
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ

な
い
。
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
業
界
に
良
く
見
ら

れ
る
現
象
は
需
要
を
超
え
て
し
ま
い
が
ち
な

事
業
者
や
車
両
の
増
加
で
あ
る
。
そ
の
結
果

は
競
争
の
激
化
、
価
格
の
低
下
を
呼
び
起
こ

し
、
新
た
に
参
入
し
た
多
く
の
業
者
を
弱
い

立
場
に
追
い
込
ん
で
い
く
。
消
費
者
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
一
面
有
難
い
話
で
も
あ
ろ
う

が
、
仮
に
自
分
が
働
く
こ
と
に
な
れ
ば
賃
金

や
労
働
時
間
が
劣
化
す
る
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
提
供
さ
れ
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
等

の
質
、安
全
等
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

成
長
が
停
滞
し
、
市
場
の
改
革
で
活
性
化
を

は
か
る
際
に
は
、
規
制
緩
和
が
弱
者
を
多
く

生
み
、
低
価
格
競
争
と
い
う
結
局
は
ど
こ
か

に
し
わ
寄
せ
が
来
る
よ
う
な
事
態
が
多
く
出

て
い
る
。
緩
和
路
線
の
有
効
さ
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
結
果
も
含
め
て
き
ち
ん
と
し
た
検

証
が
必
要
と
な
っ
て
来
た
。

　

市
場
に
と
っ
て
、
適
正
な
競
争
が
基
本
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
消
費
者
、
利

用
者
が
選
択
で
き
る
、
便
益
を
確
保
で
き
る

も
の
が
前
提
と
な
る
。さ
ら
に
供
給
側
で
も
、

公
正
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
、

弱
い
立
場
の
業
者
が
名
ば
か
り
自
由
参
入
で

増
え
て
も
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
こ

う
し
た
場
合
、往
々
に
し
て
起
き
る
こ
と
は
、

そ
こ
で
働
く
者
が
劣
悪
な
労
働
条
件
を
強
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

い
ま
ま
さ
に
、
労
働
に
関
す
る
規
制
緩
和

が
非
正
規
労
働
を
急
増
さ
せ
、
賃
金
の
低
下

や
雇
用
の
継
続
性
へ
の
不
安
を
掻
き
立
て
て

い
る
こ
と
と
同
じ
道
理
と
い
え
よ
う
。
こ
れ

が
改
革
の
中
身
だ
と
し
た
ら
、
一
握
り
の
受

益
者
以
外
は
だ
れ
も
望
ん
で
い
な
い
も
の
で

あ
る
。

３　

期
待
に
添
わ
な
い
超
金
融
緩
和
・

　
　

国
民
に
は
リ
ス
ク
も

　

１
９
８
０
年
代
ま
で
遡
る
こ
と
の
で
き
る

金
融
自
由
化
の
流
れ
は
リ
ー
マ
ン
危
機
以
後

は
、
金
利
政
策
を
超
え
て
通
貨
の
供
給
と
い

う
か
た
ち
で
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
な
経
済
対
策

に
な
っ
て
き
た
。
市
場
に
流
動
性
を
ば
ら
ま

く
や
り
方
は
株
や
債
券
さ
ら
に
は
不
動
産
そ

し
て
資
源
、
農
産
物
の
市
況
を
底
上
げ
す
る

力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
バ
ブ
ル
と
い
う

形
で
出
現
す
る
が
、
バ
ブ
ル
は
所
詮
バ
ブ
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ル
で
あ
り
、
気
ま
ぐ
れ
な
通
貨
の
動
き
は
安

定
的
な
制
御
は
困
難
で
あ
る
。
も
は
や
、
現

代
経
済
は
金
利
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
に

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
、
成
熟
し
成
長
の

活
力
が
落
ち
て
き
た
と
も
い
え
る
。
よ
り
強

い
、
刺
激
と
し
て
直
接
的
な
通
貨
投
入
が
要

請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
で
も
デ
フ
レ
脱
却
の
期
待
を
背
負
っ

て
日
銀
に
よ
る
異
次
元
の
量
的
緩
和
が

２
０
１
３
年
春
か
ら
始
ま
っ
た
。
通
貨
を
潤

沢
に
供
給
す
れ
ば
、
銀
行
の
貸
出
枠
は
広
が

る
、
ま
た
増
発
さ
れ
た
通
貨
が
先
行
き
の
物

価
上
昇
期
待
を
高
め
る
、
こ
う
い
う
思
惑
が

政
策
の
背
景
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
３
年
目
に
な
る
こ
う
し
た
政
策

も
、
消
費
増
税
時
（
14
年
４
月
）
以
外
は
物

価
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
す

が
に
株
高
や
円
安
に
は
何
ら
か
の
効
果
は
見

ら
れ
た
が
、
有
効
需
要
を
引
き
上
げ
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
通
貨
と
実
体
経
済
は

理
論
通
り
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

　

量
的
緩
和
の
よ
う
な
形
で
成
長
を
促
進
す

る
こ
と
が
わ
が
国
に
と
っ
て
は
適
切
な
の
か

ど
う
か
、
こ
れ
も
疑
問
と
な
る
。
人
口
減
少

や
高
齢
化
と
い
っ
た
国
民
経
済
の
特
色
を

も
っ
た
社
会
が
通
貨
の
増
発
だ
け
で
成
長
に

向
か
う
こ
と
は
、
誰
が
見
て
も
怪
し
い
は
ず

だ
。
同
じ
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
米
国
経

済
の
立
ち
直
り
は
、
そ
の
体
質
が
異
な
る
た

め
、
同
列
に
論
じ
て
は
な
ら
な
い
。
過
剰
に

供
給
さ
れ
る
資
金
は
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
原
資

や
大
企
業
の
買
収
資
金
さ
ら
に
部
分
的
に
は

一
部
の
起
業
活
動
に
主
と
し
て
向
か
い
、
大

衆
の
消
費
市
場
を
潤
す
よ
う
な
形
で
は
動
い

て
い
な
か
っ
た
。

　

マ
ネ
ー
の
奔
流
を
日
銀
が
つ
く
り
出
し
て

も
、
そ
の
な
か
で
経
済
の
動
き
は
非
正
規
雇

用
や
低
賃
金
職
種
の
拡
大
を
改
善
す
る
こ
と

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
先
行
き
の
景
気
期
待

を
押
し
上
げ
る
政
策
の
伴
わ
な
い
、
量
的
緩

和
故
の
課
題
で
あ
る
。
む
し
ろ
国
債
を
大
量

に
抱
え
込
ん
だ
日
銀
の
信
用
力
に
不
安
が
募

り
、
円
の
信
認
や
年
金
準
備
金
の
損
失
と
い

う
国
民
生
活
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
日
銀
は
１
月
末
に
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
ま
で
導
入
し
、
銀
行
に
よ
る
貸
出

促
進
を
狙
っ
て
い
る
が
、
３
年
前
の
異
次
元

緩
和
か
ら
の
貸
し
出
し
は
８
％
程
度
に
と
ど

ま
り
、
借
り
て
欲
し
い
企
業
は
借
り
て
く
れ

な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
。

小
括
：
労
働
か
ら
奪
わ
れ
た
も
の

　
　
　

―
自
由
や
人
格
は
ど
こ
に
行
っ
た

　

い
ま
、
２
０
１
６
年
ま
さ
に
現
代
（
近
代

の
一
部
と
し
て
も
）
で
あ
る
。
で
は
こ
の
時

代
の
特
色
は
何
な
の
か
。
と
く
に
労
働
の
場

で
と
ら
え
て
み
る
と
、
働
く
の
も
、
働
か
な

い
の
も
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
労
働
者
は
使
用
者
（
資
本
家
）
に

対
し
隷
属
は
せ
ず
、
労
働
力
の
提
供
と
引

き
換
え
に
そ
れ
に
見
合
っ
た
賃
金
を
受
け
取

る
。
こ
れ
で
生
活
資
料
を
購
買
し
、
家
族
を

養
い
、
次
世
代
を
形
成
し
併
せ
て
自
ら
の
職

業
能
力
も
高
め
て
い
く
。

　

と
こ
ろ
が
昨
今
の
世
相
を
見
る
と
ア
ル
バ

イ
ト
、
パ
ー
ト
勤
務
で
も
や
め
る
に
や
め

ら
れ
な
い
、
１
分
で
も
遅
刻
す
る
と
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
と
称
し
て
賃
金
が
削
ら
れ
る
。
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
増
殖
が
大
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
何
故
こ
ん
な
、
不
条
理
が
ま

か
り
通
っ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
は
労
使
関

係
か
ら
人
格
、
自
由
と
い
っ
た
基
本
的
権
利

が
（
近
代
的
価
値
）
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
第
二
次
大
戦
後
、
当
時
の
工
業
国
は
労

使
対
等
と
福
祉
型
資
本
主
義
を
ベ
ー
ス
に
団

体
交
渉
で
、
も
の
ご
と
を
決
め
て
ル
ー
ル
の

な
か
で
賃
金
や
労
働
時
間
も
決
ま
っ
て
き

た
。

　

働
く
者
の
人
格
は
し
っ
か
り
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冷
戦
が
終
焉
し
、
労
働

世
界
が
各
段
に
解
放
さ
れ
、
多
く
の
人
が
自

由
な
労
働
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が

広
が
っ
た
。
一
方
で
こ
れ
が
働
く
者
の
競
争

を
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
激
化
さ
せ
、
現
在
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
な
自
由
す
ら
奪
わ

れ
か
ね
な
い
事
態
を
招
い
て
い
る
。
と
り
わ

け
わ
が
国
で
顕
著
な
、
格
差
や
非
正
規
雇

用
、
企
業
サ
イ
ド
の
一
方
的
な
権
利
乱
用
は

私
た
ち
に
２
１
世
紀
に
お
け
る
、
自
由
や
人

格
と
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
。

＊�

日
本
の
デ
フ
レ
長
期
化
に
つ
い
て
は
他
の

先
進
諸
国
と
比
し
て
も
異
常
な
感
じ
を

受
け
る
。
特
に
賃
金
お
よ
び
雇
用
者
所

得
の
低
迷
に
関
し
て
は
雇
用
と
賃
金
の

ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
重
要
な
問
題

だ
。
日
本
型
の
企
業
内
労
働
組
合
に
特
有

の
「
雇
用
志
向
」
が
、
高
い
失
業
率
を
抑

制
し
つ
つ
、
賃
上
げ
を
止
め
る
と
い
う

調
整
行
動
を
と
り
が
ち
に
す
る
。
名
目

賃
金
の
下
方
硬
直
性
と
い
う
経
済
学
の

標
準
的
命
題
が
デ
フ
レ
期
に
ど
の
よ
う

に
適
用
さ
れ
た
の
か
、
興
味
深
い
問
題

と
な
る
。
こ
れ
を
マ
ク
ロ
の
視
点
で
パ
ー

ト
労
働
比
率
の
上
昇
と
し
て
硬
直
性
が

揺
ら
い
だ
と
す
る
分
析
が
あ
る
。
黒
田
祥

子
・
山
本
勲
『
デ
フ
レ
下
の
賃
金
変
動
―

名
目
賃
金
の
下
方
硬
直
性
と
金
融
政
策
』

（
２
０
０
６
年　

東
京
大
学
出
版
会
）
が

示
唆
に
富
む
。
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当
会
と
協
力
関
係
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
エ
ン
デ
バ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

の
松
浦
一
樹
さ
ん
原
作
の
漫
画
が
こ
の
ほ
ど
映
画
化
さ
れ
、
五
月
五
日
の
み

京
都
ア
バ
ン
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上
映
時
間

は
、
13
時
、
16
時
、
19
時
か
ら
の
３
回
で
す
。

　

情
報
提
供
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

　

尚
、
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
申
し
込
み
は
当
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
全
体
の

評
価
は
、
賛
否
で
分
か
れ
て
い
て
、
特
に
国

家
・
企
業
間
紛
争
処
理
の
章
は
、
日
本
国
の

統
治
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
第

19
章
：
労
働
」
の
条
文
に
限
定
し
て
、
政
治

的
・
経
済
的
・
マ
ス
コ
ミ
的
観
点
か
ら
で
は

な
く
、
労
働
法
の
観
点
に
絞
っ
て
、
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
各
国
の
行
政

府
の
代
表
が
署
名
し
、
立
法
府
の
批
准
は
な

さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
条
文
を
対

象
に
し
、
そ
れ
が
発
効
し
た
と
い
う
前
提
に

立
っ
て
、
可
能
性
を
検
討
す
る
。

１�　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
：
最
低
賃
金

法
違
反
の
設
例

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
条
文
は
条
約
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
抽
象
的
で
難
解
な
の
で
、
具
体
的
な
事

例
を
設
定
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
例
を

２
０
１
３
年
12
月
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

た
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
最
低
賃
金
法
違
反
事
例

か
ら
採
る
。
そ
の
中
に
外
国
か
ら
投
資
さ
れ

た
外
資
系
企
業
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
第
19
章
：
労
働
」
が
ど
の
よ
う

に
係
わ
り
う
る
の
か
を
、
考
え
て
み
る
。
以

下
の
判
断
に
は
、
１
９
９
４
（
平
成
6
）
年

に
発
効
し
た
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
附
属
労
働
協
定
を
活
用
し
て
処

理
さ
れ
た
実
績
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
使
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
規
定
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
第

19
章
：
労
働
」
の
雛
型
を
提
供
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

２　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
擁
護
す
る「
労
働
者
の
権
利
」

　

第
1
に
、
設
例
の
よ
う
な
最
低
賃
金
法
違

反
の
低
い
賃
金
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
い
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
の
労
働
者
は
、
そ
の
権
利
を
侵

害
さ
れ
た
と
主
張
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
本
事
務

局
」と
で
も
名
付
け
る
べ
き「
連
絡
部
局
」（
第

19
章
第
13
条
）
い
う
べ
き
機
関
に
対
し
、
申

告
を
す
る
根
拠
と
な
る
規
定
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ 

に

あ
る
。
こ
の
場
合
、
最
低
賃
金
法
違
反
を
し

た
外
資
系
企
業
は
、民
間
企
業
で
あ
る
か
ら
、

国
と
国
が
権
利
義
務
関
係
に
あ
る
国
際
条
約

と
し
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
違
反
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
が
、
こ
の
事
例
を
放
認
し
た
日
本
政

府
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
第
19
章
」
に
違
反
を
し
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
い
う
条
約
上
の
義
務
と
し
て
、
日
本
の

領
土
内
で
企
業
活
動
を
す
る
企
業
に
対
し
、

日
本
の
労
働
法
令
を
守
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
書
き
込
ま
れ
た
労

働
者
の
権
利
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
イ
労

働
組
合
結
成
の
権
利
、ロ 

使
用
者
と
の
「
団

体
交
渉
の
実
効
的
な
承
認
」、
ハ
争
議
権
も

こ
れ
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
Ｉ
Ｌ
Ｏ

の
結
社
の
自
由
委
員
会
が
採
っ
て
き
て
い

る
。
ニ
「
雇
用
及
び
職
業
に
関
す
る
差
別
の

撤
廃
」、
ホ
「
最
悪
形
態
の
児
童
労
働
の
禁 

止
」
と
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
強
制
労
働
」、
そ

し
て
、
ヘ
）「
法
律
及
び
規
則
に
基
づ
く
慣
行

で
あ
っ
て
、
最
低
賃
金
、
労
働
時
間
、
並
び

に
職
業
上
の
安
全
及
び
衛
生
に
関
」
し
て
も
、

国
内
法
で
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
定
め
て
い
る
（
第
19
の
3
条
）。

３�　

投
資
と
貿
易
に
お
け
る
「
労
働
基
準
」

の
保
護

　

先
に
想
定
例
と
し
て
示
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
の
例
は
、
外
国
か
ら
の
日
本
へ
の
投
資
も

そ
の
資
金
の
一
部
と
し
て
い
る
多
国
籍
企
業

と
仮
定
す
る
。
こ
う
し
た
企
業
が
、
日
本
へ

の
投
資
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
、
労
働
省

は
も
と
よ
り
、
地
方
の
労
働
基
準
監
督
署
に

対
し
、
日
本
の
労
働
基
準
法
の
適
用
を
緩
和

し
て
も
ら
い
た
い
と
要
請
す
る
場
合
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
日
本
か
ら
の
特
定

の
大
き
な
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締

約
国
で
進
め
る
企
業
が
、
日
本
以
外
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
締
約
国
で
あ
る
政
府
に
対
し
、
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
働
く
労
働
者
に
は
そ
の
国
の
労

働
基
準
を
、
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
は
し
な

い
で
ほ
し
い
と
要
請
を
す
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
を
禁
止
す
る
た
め
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
そ
の
国
の
労
働
法
令
で
定
め
る

労
働
者
保
護
の
基
準
を
引
き
下
げ
た
り
、
緩

め
た
り
し
て
、
外
国
か
ら
の
投
資
を
勧
め
る

こ
と
は
良
く
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
が
、
殊
に
外
国
か
ら
の
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
労
働
の
章
」
と
労
働
者
保
護

�

元　

大
学
教
授
（
労
働
法
・
国
際
労
働
法
）　

桑　

原　

昌　

宏
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特
定
の
投
資
を
増
や
す
た
め
に
、
そ
の
国
の

法
令
の
適
用
を
免
除
し
た
り
、
逸
脱
し
て
適

用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
ま
で
規
定

し
て
い
る
（
第
19
の
4
条
）。
こ
の
規
定
は
、

日
本
を
含
め
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
が
、
殊
に
自

国
の
労
働
基
準
を
低
下
・
弱
体
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
貿
易
や
投
資
を
奨
励
す
る
手

段
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
開
発
途
上
国
の
中
に
は
、
労
働
基

準
監
督
関
係
の
公
務
員
に
対
し
献
金
を
す
る

等
の
汚
職
行
為
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た

行
為
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
貿
易
、
殊
に
投

資
を
有
利
に
運
ぶ
こ
と
が
、
な
い
と
は
い
え

な
い
の
で
、
こ
の
種
の
規
定
は
そ
う
し
た
行

為
を
防
止
す
る
の
に
有
益
と
な
ろ
う
。

４�　

外
国
の
労
働
組
合
・
人
権
団
体
な
ど
と

の
共
同
申
立
て

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
日
本
の
労
働
法
に
は
な
い

新
し
い
制
度
を
採
っ
て
い
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に「
公

衆
の
意
見
の
提
出
」
規
定
（
第
19
の
9
条
）

が
挿
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
に
示
し
た

設
例
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
、
最
低
賃
金

法
令
に
定
め
る
賃
金
額
以
下
の
賃
金
し
か
支

払
っ
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
、
労

使
紛
争
が
生
ま
れ
た
と
し
、
日
本
の
労
働
者

や
労
働
組
合
が
こ
れ
を
問
題
に
し
て
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
手
続
で
救
済
の
申
し
立
を
す
る
と
仮
定

し
て
み
る
。
そ
の
場
合
、
被
害
を
被
っ
た
日

本
で
働
く
労
働
者
本
人
が
参
加
す
る
こ
と
は

条
件
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
労
働
者
を
支
援
す

る
日
本
の
労
働
組
合
に
限
ら
ず
、市
民
団
体
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
申
し
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
権

利
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
規
定
さ
れ
て
い
る
。
重
要

な
こ
と
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
北
米
自
由
貿

易
協
定
の
附
属
労
働
協
定
を
使
っ
て
経
験
を

積
ん
だ
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
締
約
国
の
労

働
組
合
、
人
権
団
体
、
弁
護
士
団
体
や
学
生

団
体
等
も
、
日
本
で
被
害
を
受
け
た
労
働
者

と
共
同
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
定
め
ら
れ
た
申
し

立
て
手
続
を
と
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の

点
、
条
文
に
は
そ
う
し
た
こ
と
を
制
限
す
る

規
定
は
な
い
し
、
北
米
自
由
貿
易
協
定
は
、

そ
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
日
本
の
労
働
組
合
が
、

共
同
申
し
立
て
人
と
な
る
こ
と
を
呼
び
掛

け
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
労
働
組
合
、
人
権
団

体
な
ど
が
そ
れ
に
応
じ
た
時
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
共
同
申
し
立
て
は
、
日
本
の
労
働

運
動
や
市
民
運
動
に
と
っ
て
、
新
し
い
試
み

と
な
ろ
う
。
も
し
こ
の
試
み
が
実
際
に
行
わ

れ
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
似
た
制
度
の
活
用
で
経

験
を
積
ん
だ
米
国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
労
働
組

合
、
人
権
団
体
な
ど
が
、
日
本
で
起
こ
っ
た

労
働
事
件
の
申
し
立
て
に
参
加
し
て
く
る
可

能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
北
米
自
由
貿
易

協
定
の
附
属
労
働
協
定
制
度
の
記
録
を
読
む

と
、
発
足
し
た
そ
の
年
の
１
９
９
４
年
か
ら

数
え
て
２
０
１
５
年
の
約
11
年
の
間
で
、
米

国
事
務
所
へ
23
件
、
メ
キ
シ
コ
事
務
所
へ
9

件
、
カ
ナ
ダ
事
務
所
へ
6
件
、
計
38
件
の
労

使
紛
争
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例

を
み
る
と
、
解
決
策
と
し
て
、
再
発
防
止
の

た
め
の
労
働
監
督
の
強
化
、
企
業
に
対
す
る

労
働
法
教
育
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
例
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
締
約
国
に
共
通
性
の
あ
る
事

件
や
重
要
な
事
件
で
は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

メ
キ
シ
コ
の
労
働
大
臣
会
議
が
開
か
れ
、
問

題
と
な
っ
た
事
件
の
解
決
案
に
署
名
し
た
の

み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
当
該
事
件
の
問
題
解
決

す
べ
き
期
間
ま
で
指
定
し
た
例
が
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
は
、
事
務
局
か
ら
公
式
に
公
表

さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
世
界
に
情
報

拡
散
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
場
合
は
、
労
働
者
や
各
種
の
団

体
か
ら
の
申
立
て
に
対
し
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日

本
事
務
局
」
と
も
い
う
べ
き
部
局
が
調
査
、

審
査
を
行
い
、
解
決
策
を
作
成
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

締
約
国
の
事
務
局
や
委
員
会
で
、
審
議
し
、

共
通
か
つ
重
大
な
問
題
を
含
む
事
例
よ
っ
て

は
、
締
約
国
の
労
働
大
臣
会
議
が
最
終
案
を

決
定
す
る
事
例
も
出
て
こ
よ
う
（
第
19
の
13

条
参
照
）。

　

要
す
る
に
、
日
本
で
起
こ
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
違

反
の
労
働
事
件
が
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
本
事
務
局
」

に
よ
り
、
調
査
さ
れ
、
解
決
案
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加

盟
国
全
体
の
事
務
局
と
委
員
会
で
承
認
さ
れ

れ
ば
、そ
の
経
過
と
結
果
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
世
界
に
公
表
さ
れ
る
事
態
の
可
能
性
が

出
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
労
働
運

動
や
市
民
運
動
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
研
究

と
運
動
を
構
築
で
き
れ
ば
貿
易
と
投
資
に
関

係
す
る
企
業
の
労
働
問
題
に
、
新
た
な
変
化

が
も
た
ら
す
可
能
を
示
し
て
い
る
。

５　
申
立
て
に
対
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
事
務
局
の
対
応

　

北
米
自
由
貿
易
協
定
の
附
属
労
働
協
定
の

例
か
ら
す
る
と
、
協
定
が
発
効
し
た
そ
の
年

か
ら
「
公
衆
の
意
見
の
提
出
」
規
定
が
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
申
し
立
て
を
す
る
労
働

者
は
、
日
本
の
労
働
審
判
所
や
裁
判
所
の
手

続
き
を
経
由
し
な
く
と
も
、
直
接
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

日
本
事
務
局
」
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際
条
約
で
規

定
さ
れ
た
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
事
務
局
は
、
申

し
立
て
た
労
働
者
本
人
や
連
帯
し
た
団
体
に

対
し
て
、
事
件
の
「
救
済
命
令
」
を
出
す
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
締
約
国
間
の
協
力
（
第

19
の
10
条
）、
ま
た
は
、
締
約
国
の
労
働
大

臣
ク
ラ
ス
の
会
議
で
あ
る
「
労
働
評
議
会
」

の
決
定
で
、
労
働
監
督
能
力
等
の
改
善
を
命

じ
る
こ
と
が
出
来
る
（
第
19
の
11
条
1
項
）

が
、
最
悪
の
場
合
は
、
違
反
国
に
対
し
て
、

貿
易
制
限
や
、
金
銭
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
る

余
地
が
あ
る
（
第
28
の
20
条
第
8
項
）。
労

働
者
等
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た
企
業
は
、
政

府
か
ら
の
行
政
指
導
や
、
罰
則
適
用
の
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
改
善
策
が
講
じ
ら

れ
る
可
能
性
が
出
て
来
る
。

　

こ
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
本
事
務
局
」
と
で
も
名

付
け
ら
れ
る
事
務
局
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
労
働
省
協
議
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会
」
と
も
い
う
べ
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
全
体
の
事
務
局

の
日
本
支
部
で
あ
る
（
第
19
の
13
条
）。　

　

問
題
に
な
る
の
は
、
労
働
紛
争
の
当
事
者

は
、
締
約
国
に
あ
る
労
働
紛
争
処
理
の
国
内

手
続
き
を
経
る
必
要
は
な
く
、
直
ち
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
手
続
を
活
用
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
紛
争
処
理
手
続
き
が
、
締
約
国
の

国
内
法
上
の
司
法
的
効
力
も
、
行
政
的
効
力

も
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま

で
国
際
条
約
上
の
権
利
行
使
で
あ
り
、
そ
れ

は
、
条
約
と
い
う
国
家
間
の
取
り
決
め
を
利

用
し
た
結
果
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
制
度
を
使
っ
て
労
働
者
や
労
働
組
合

が
、
結
果
的
に
有
利
な
結
論
を
得
て
も
、
そ

れ
は
、
労
働
者
や
そ
れ
を
支
持
す
る
諸
団
体

が
、
そ
れ
ら
を
国
内
法
の
権
利
と
し
て
執
行

力
を
持
た
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
改
め
て
国
内

法
の
手
続
き
を
使
い
、
設
例
の
場
合
、
労
働

者
ら
は
、
日
本
の
最
低
賃
金
法
違
反
で
争
う

余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

６　

労
働
基
準
監
督
の
強
化

　

先
の
設
例
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
よ
う
な

現
状
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
国
は
労
働
基
準

監
督
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、

厳
し
い
規
定
を
定
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、

労
働
基
準
監
督
に
つ
い
て
、
政
府
が
監
督
官

人
員
の
不
足
、
監
督
資
材
の
不
備
等
を
挙
げ

て
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
の
言
い
訳
を

し
て
も
、
そ
れ
は
理
由
に
出
来
な
い
、
と
い

う
理
解
が
で
き
る
よ
う
な
表
現
を
、
条
文
は

採
っ
て
い
る
（
第
19
の
5
条
第
1
項
）。
さ

ら
に
、
労
働
法
令
の
実
効
確
保
の
た
め
の
諸

条
件
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
労
働
監

督
が
出
来
な
か
っ
た
と
の
説
明
も
、
そ
の
監

督
を
し
な
か
っ
た
こ
と
の
言
い
訳
に
さ
せ
な

い
と
規
定
し
て
い
る
（
第
19
条
の
5
の
第
2

項
）。

７　
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
規
定

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
政
府
に
対
し
て
、
労
働
問
題

に
関
連
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任
を
奨
励
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
締
結
国
に
対

す
る
努
力
義
務
を
定
め
て
い
る
こ
と
と
な
る

（
第
19
の
7
条
）。

　

貿
易
・
投
資
協
定
に
「
企
業
の
社
会
的
責

任
」
を
明
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ご

く
最
近
こ
と
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
9
月
に

欧
州
連
合
と
カ
ナ
ダ
が
署
名
し
た
欧
州
連

合
・
カ
ナ
ダ
包
括
経
済
貿
易
協
定
は
、
そ
の

前
文
に
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
を
掲
げ
、

そ
れ
は
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
労
働

基
準
と
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

の
多
国
籍
企
業
に
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
、
併
せ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各

国
が
締
結
し
た
貿
易
・
投
資
協
定
で
は
最
初

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

８　

貿
易
・
投
資
協
定
の
歴
史

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
第
19
章
：
労
働
」
に
限
定
し

て
評
価
す
る
際
に
は
、
そ
こ
に
至
る
歴
史
も

考
慮
に
入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
日
本

政
府
は
、
最
初
に
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年

に
、｢

国
際
商
品
協
定｣

の
一
つ
で
あ
る
「
国

際
砂
糖
協
定
」
に
署
名
し
、
そ
れ
に
は
日
本

を
含
め
た
先
進
国
と
キ
ュ
ウ
バ
な
ど
の
開
発

途
上
国
が
、
自
国
の
「
労
働
基
準
」
を
お
互

い
に
順
守
す
る
よ
う
努
力
を
す
る
、
と
誓
う

協
定
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
政
府
と
し

て
は
、
国
際
砂
糖
協
定
の
改
定
を
含
め
8
種

類
の｢

国
際
商
品
協
定｣

を
批
准
し
た
が
、

そ
の
内
の
、
5
協
定
（
62
・
5
％
）
に
「
労

働
基
準
の
遵
守
」
の
努
力
規
定
が
入
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
政
府
は
関
連
産
業

に
お
け
る
労
働
基
準
の
順
守
に
努
力
を
す
る

こ
と
を
、
国
際
的
に
表
明
し
て
き
た
、
と
い

え
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
こ
こ
10
年
来
、
２
０
０
６

年
に
始
ま
っ
た
が
、
日
本
政
府
が
締
結
し
て

き
た
貿
易
・
投
資
協
定
の
定
め
る
規
定
に

は
、労
働
保
護
の
政
策
に
関
し
、明
か
に
「
条

文
の
面
」
で
、
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
政
府
が
締
結
し
た
、
12
の
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
と
16
の
相
互
投
資
協
定
（
Ｂ
Ｉ

Ｔ
）
の
計
28
協
定
の
内
、
前
者
で
２
協
定
、

後
者
で
12
の
協
定
、つ
ま
り
14
協
定
（
50
％
）

に
貿
易
ま
た
は
投
資
に
関
係
し
て
、
労
働
者

を
保
護
す
る
「
労
働
基
準
を
遵
守
」
す
る
と

定
め
る
規
定
を
挿
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
本
政
府
が
、
こ
れ
ら
協
定
の
締

約
国
で
あ
る
外
国
に
向
か
っ
て
、
貿
易
と
投

資
に
関
連
し
て
、
国
の
定
め
る
労
働
基
準
は

守
る
こ
と
を
、
国
際
的
に
宣
言
し
て
い
る
と

い
え
る
。そ
の
中
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
含
ま
れ
る
。

　

終
わ
り
に

　

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
は
貿
易
・
投
資
協
定

に
定
め
ら
れ
た
規
定
上
の
一
部
を
説
明
し
た

に
過
ぎ
な
い
。
先
に
紹
介
し
た
厚
生
労
働
省

の
調
査
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
、
そ
の
45
・

５
％
が
、
労
基
法
違
反
で
送
検
さ
れ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
全
て
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
適
用
さ
れ
る
企
業
で
は
な
い
に

し
て
も
、
こ
の
事
実
が
示
す
労
基
法
軽
視
の

日
本
の
実
情
を
改
善
す
る
手
段
の
1
つ
と
し

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
第
19
章
：
労
働
」
な
ど
の

貿
易
・
投
資
協
定
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「
労
働
基
準
」
に
関
す
る
規
定
を
活
用
す
れ

ば
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、
労
働
基
準
監
督

の
レ
ベ
ル
を
、
国
際
的
な
批
判
に
耐
え
う
る

よ
う
改
善
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
の
改
善
の
一
翼
を
担
わ
せ
る
理
解
や
運

動
を
、
労
働
組
合
を
含
め
た
国
民
に
呼
び
か

け
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課

題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

な
お
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
労
働
の
章
の
規
定
を
政

府
に
守
ら
せ
る
た
め
に
締
約
国
間
の
「
協
力

的
労
働
対
話
」手
続
き
（
第
19
・
11
条
）
や
、

貿
易
制
裁
に
通
じ
る
「
労
働
協
議
」
手
続 

（
第
19
・
15
条
）
手
続
き
が
あ
る
が
、
割
愛

す
る
。
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集

編

後

記

　

昨
年
の
第
10
回
総
会
で
は
、「
労
働
・
教
育
・
福
祉
の
一
体
化
に
向
け
た
政
策
課
題
」
を
取

り
上
げ
た
。
今
年
の
記
念
講
演
で
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
人

間
の
ス
ト
レ
ス
性
疾
患
を
生
み
、
そ
れ
が
労
働
生
産
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
を

産
業
衛
生
学
の
研
究
者
か
ら
報
告
し
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。
両
者
を
貫
く
テ
ー
マ
は
、
私
た

ち
が
生
き
る
社
会
が
「
人
を
育
て
、
活
か
す
こ
と
」
そ
の
価
値
観
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
。
現
状
の
職
場
環
境
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
、
今
か
ら
働
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
若
者

か
ら
シ
ニ
ア
層
を
含
め
、
す
べ
て
の
人
た
ち
の
可
能
性
を
摘
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
二
つ
の
論
考
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
桑
原
昌
宏
先
生
の
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
『
労
働
の
章
』
と
労
働
者
保
護
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
山
本
喜
久
治
氏
の
「
冷
戦
終

結
と
労
働
世
界
の
変
貌
：
広
が
る
競
争
の
ス
ケ
ー
ル
」
だ
。
前
者
は
賛
否
の
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

は
あ
る
が
、
意
外
に
も
労
働
者
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
は
「
活
用
で
き
る
」
と
紹
介
さ
れ
、

後
者
は
競
争
が
世
界
化
し
、
人
間
の
自
由
や
人
格
と
い
う
根
本
的
な
テ
ー
マ
が
国
境
を
こ
え

て
労
働
組
合
に
問
わ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

　

昨
今
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
言
葉
が
、
一
人
歩
き
し
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
国
が
若

者
に
対
し
て
や
っ
と
労
働
関
連
法
教
育
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
会
は
、既
に
10
年
前
来
、

そ
の
教
育
活
動
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
今
や
そ
こ
か
ら
一
歩
前
に
踏
み
出

し
、
労
働
法
規
の
解
説
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
「
人
権
や
人
格
権
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
教

育
活
動
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
号
の
関
根
社
会
保
険
労
務
士
の
報
告
と
連
携
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
福
祉
工
房
Ｐ
＆
Ｐ
」
に
よ
る
４
コ
マ
漫
画
で
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
お
世
話
に
な
っ
た
龍
谷
大
学
政
策
学
部
の
大
矢
野
修
先
生
が
退
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
底
が
抜
け
た
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、
雇
用
・
生
活
イ
ン

フ
ラ
・
健
康
・
福
祉
・
教
育
を
含
む
暮
ら
し
の
再
建
に
向
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
自
治
体
の

枠
を
こ
え
た
「
地
域
公
共
人
材
」
の
育
成
に
向
け
た
課
題
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
当

会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
、
人
々
の
暮
ら
し
と
い
う
視
点
か
ら
福
島
原

発
事
故
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
「
あ
っ
た
か
歳
時
記
」
の
中
で
上
野
都
さ
ん
が
詩
人
ら

し
い
慈
愛
に
満
ち
た
表
現
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
テ
ー
マ
に
繋
が
っ
て
も
い
る
。

　

先
日
、
大
阪
の
中
学
校
長
が
「
女
性
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
の
は
子
ど
も
を
２
人
以
上
産

む
こ
と
」
と
発
言
す
る
な
ど
、昨
今
生
き
辛
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
が
、こ
の
校
長
「
保

育
園
落
ち
た　

日
本
死
ね
」
の
怒
り
の
ブ
ロ
グ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
国
の
保
育
の
現
状
を
少
し
で
も
ご
存
じ
で
あ
れ
ば
こ
う
し
た
発
言
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

労
働
と
社
会
保
障
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
様
々
な
方
面
か
ら
期
待
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
し
て
、
し
な
や
か
な
で
し
た
た
か
な
組
織
へ
の
脱
皮
す
る
た
め
に
も
、
今
回
贈
呈
頂

い
た
太
田
肇
先
生
の
新
し
い
著
作
に
学
ん
で
み
た
い
。

�
（
笹
尾
）

■ご相談とお問合せ

特定非営利活動法人　あったかサポート事務局　笹尾達朗（当法人・常務理事）

●お問い合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は休業）
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
HP  http://attaka-support.org/
E-mail  attaka-support@r6.dion.ne.jp

075-352-2640TEL
FAX 075-352-2646

五条駅

花屋町通

下珠数屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（坂口ビル）

ささおたつろう

当
法
人
に
贈
呈
を

頂
い
た
図
書
を

紹
介
し
て
い
ま
す

太
田
　
肇 

著

新
潮
新
書

メグスリノキのお茶
ご注文・お問い合わせは、

富士工業㈱ グリーン開発部
0120ー730ー477

パソコンやスマホ社会の到来で眼にスト
レスを抱えていませんか？
そんな時にメグスリノキ茶で一休みして
ください。
きっとお役立て頂けると思います。

2015年5月23日　第10回記念シンポジウム
「労働 ･教育 ･福祉の一体化に向けた政策課題を探る」

濱口桂一郎 ･ 本田由紀・埋橋孝文による報告と討議の記録
頒価：800円（送料200円）　お問合せは当会までお願いします。


